
一
、
は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
の
宮
中
で
は
御
会
（
天
皇
・
上
皇
が
主
催
す
る
歌
会
）
が
毎
月
多
く

開
か
れ
た
。
公
家
が
提
出
し
た
懐
紙
・
短
冊
は
和
歌
を
披
講
し
た
後
に
綴
じ
ら
れ
、

歌
の
内
容
は
別
紙
に
書
留
め
ら
れ
た
。
原
懐
紙
は
宮
内
庁
書
陵
部
な
ど
に
今
も
少

数
残
る
が
現
存
数
は
少
な
い
。
懐
紙
は
大
判
で
保
存
に
も
見
返
す
の
に
も
不
便
な

た
め
だ
ろ
う
。
歌
だ
け
転
記
さ
れ
て
残
さ
れ
た
。
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
和
漢
図
書

分
類
目
録
』（
昭
和
二
十
七
、
一
九
五
二
年
・
昭
和
四
十
七
年
）
に
は
『
禁
裏
仙

洞
御
会
和
歌
』『
御
会
和
歌
』
な
ど
の
標
題
で
鷹
司
家
、
桂
宮
家
、
葉
室
家
に
伝

来
し
た
和
歌
書
留
が
残
る
。
そ
れ
ら
は
一
冊
な
い
し
数
冊
の
本
が
多
い
が
、
集
成

し
た
と
思
わ
れ
る
大
部
の
も
の
も
あ
る
。『
禁
裏
和
歌
御
会
留
』（
函
架
番
号
、
葉

九
七
三
）
は
、
歌
会
一
回
分
ご
と
に
転
写
さ
れ
紙
の
大
き
さ
も
筆
跡
も
違
う
書
留

が
複
数
、
慶
長
か
ら
天
保
に
か
け
て
年
次
ご
と
に
二
十
四
冊
に
綴
じ
て
あ
る
。
こ

れ
は
書
留
集
の
原
形
を
示
す
と
思
わ
れ
、
そ
の
後
一
筆
で
転
写
さ
れ
る
過
程
を
類

推
で
き
る
。

　

慶
長
以
前
の
御
会
和
歌
書
留
集
と
し
て
は
『
公
宴
続
歌
』（
三
村
晃
功
他
、
和

泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
翻
刻
刊
行
）
が
知
ら
れ
る
。
江
戸
期
の
御
会
和
歌
書
留
集

に
つ
い
て
従
来
の
研
究
・
紹
介
等
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、わ
ず
か
に『
増
訂
国
書
解
題
』

（
佐
村
八
郎
、臨
川
書
店
、大
正
十
五
、一
九
二
六
年
）
に
『
近
代
御
会
和
歌
集
目
録
』

（
後
述
の
内
閣
文
庫
蔵
三
十
冊
本
と
推
定
さ
れ
る
）
の
奥
書
と
収
録
御
会
名
が
紹

介
さ
れ
る
。
ま
た
古
相
正
美『
近
世
御
会
和
歌
年
表
』（
中
村
学
園
研
究
紀
要
二
七
、

平
成
七
、
一
九
九
五
年
）
は
い
く
つ
か
の
御
会
和
歌
書
留
集
に
よ
っ
て
江
戸
時
代

の
御
会
年
表
の
作
成
を
試
み
た
。
筆
者
も
近
世
堂
上
和
歌
論
集
刊
行
会
の
一
員
と

し
て
、
当
時
調
査
に
携
わ
っ
た
（
（
（

。

　

書
陵
部
蔵
『
内
裏
御
会
和
歌
』（
函
架
番
号
一
五
二
・
三
八
）
は
慶
長
十
六
年

よ
り
寛
永
六
年
の
後
水
尾
天
皇
在
世
時
代
の
御
会
の
書
留
で
あ
り
、
拙
著
『
後
水

尾
院
初
期
歌
壇
の
歌
人
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
〇
年
）
に
紹
介
し
た
。

筆
者
は
大
部
の
御
会
書
留
集
間
の
書
写
関
係
に
つ
い
て
関
心
を
懐
き
、
今
回
、
書

陵
部
蔵
『
近
代
和
歌
御
会
集
』
七
十
六
冊
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
近
代
御

会
歌
林
』
三
十
冊
、
内
閣
文
庫
蔵
『
近
代
御
会
和
歌
集
』
三
十
冊
、
同
『
近
代
御

会
和
歌
』
二
十
五
冊
の
四
種
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
な
お
、
筆
者
の
専
門
分
野
は

近
世
初
頭
で
あ
り
、
紙
幅
の
制
限
も
あ
る
の
で
、
前
半
を
中
心
に
検
討
を
行
う
。

ま
た
、
併
せ
て
こ
れ
ら
の
御
会
書
留
集
の
意
義
に
触
れ
る
。

近
世
初
頭
の
御
会
和
歌
書
留
集

高
　
　
梨
　
　
素
　
　
子

（
一
三
）

高
梨
素
子
：
近
世
初
頭
の
御
会
和
歌
書
留
集



二
、『
近
代
和
歌
御
会
集
』（
書
陵
部
蔵
）

　

目
録
共
七
十
六
冊
。
函
架
番
号
Ｂ
四
・
三
三
。
目
録
だ
け
大
判
（
縦
二
十
七
・

六
セ
ン
チ
、横
十
九
・
六
セ
ン
チ
）
の
袋
綴
冊
子
。
他
の
七
十
五
冊
は
小
型
本
（
縦

二
十
一
・
三
セ
ン
チ
、
横
十
五
・
四
セ
ン
チ
）
袋
綴
で
あ
る
。

　

表
紙
は
後
補
の
茶
表
紙
で
、
左
上
に
子
持
ち
枠
題
簽
に
『
近
代
和
歌
御
会
集
惣

目
録
、
共
七
十
六
』
と
墨
書
。
そ
の
下
の
旧
表
紙
は
、
白
地
に
金
色
の
松
葉
模
様

で
題
簽
は
な
い
。
第
二
冊
目
か
ら
本
文
で
あ
り
左
上
題
簽
に『
近
代
和
歌
御
会
集
、

慶
長
十
九
年
、
一
上
』
の
よ
う
に
書
く
。
内
側
に
白
地
の
旧
表
紙
が
あ
り
、
そ
の

題
簽
は
左
上
「
御
会
歌
林
、
慶
長
十
九
年
、
一
上
」
と
す
る
。
旧
題
名
が
『
御
会

歌
林
』
で
、
後
に
『
近
代
和
歌
御
会
集
』
と
改
名
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
本

文
は
全
体
を
通
し
て
同
筆
と
思
わ
れ
る
（
（
（

。

　

目
録
に
よ
れ
ば
、
第
一
「
千
首
和
歌
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）」（
実
は
慶

長
十
年
催
行
）
か
ら
収
録
し
、
第
九
十
三
の
「
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
八
月

廿
三
日
、
新
院
（
東
山
上
皇
）
新
殿
御
会
始
（
歌
題
、
寄
亀
祝
）」
ま
で
載
せ
る
。

目
録
巻
頭
は
「
近
代
御
会
毎
月
歌
林
惣
目
録
」
と
あ
る
。
こ
の
名
称
は
月
次
（
月

例
）
の
禁
中
・
仙
洞
御
会
歌
を
収
録
し
た
歌
の
林
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

　

現
存
す
る
の
は
第
七
十
六
～
第
七
十
九
（
元
禄
九
年
～
十
二
年
の
歌
会
）
を
収

め
る
第
七
十
五
冊
（
（
（

ま
で
。最
終
の
歌
会
は「
雪
消
山
色
静
、元
禄
十
二
年（
一
六
九
九
）

正
月
廿
四
日
禁
裏
和
歌
御
会
始
」
で
あ
る
。
ま
た
現
在
で
は
第
七
十
三
・
七
十
四

冊
（
元
禄
七
年
五
月
廿
四
日
～
元
禄
八
年
十
二
月
）
が
紛
失
し
て
い
る
。
目
録
の

後
補
表
紙
の
題
簽
に
「
共
七
十
六
冊
」
と
あ
る
の
は
、
本
冊
が
現
在
の
よ
う
に
七

十
五
冊
で
、
目
録
と
合
わ
せ
て
七
十
六
冊
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

　

目
録
の
遊
紙
第
二
丁
め
に
「
惣
目
録
書
」
と
し
て
次
の
内
容
を
記
し
た
紙
を
貼

付
す
る
。

「
慶
長
十
九
年
上
下
、
外
ニ
大
永
之
和
歌
之
冊
、
元
和
・
寛
永
・
正
保
・
慶
安
・

承
応
・
明
暦
・
万
治
・
寛
文
・
延
宝
・
天
和
・
貞
享
・
元
禄
・
宝
永
迄
、
以
上
全

七
括
六
冊
也
。
右
、
年
中
毎
月
御
会
和
歌
集
、
大
古
写
本
ニ
御
座
候
。
以
上
。」

　

こ
の
識
語
は
該
書
の
内
容
を
解
説
す
る
も
の
で
別
筆
で
あ
り
、
後
人
の
書
き
加

え
で
あ
ろ
う
。
目
録
も
始
め
か
ら
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
後
に
検
索
に
便
利
な
よ

う
に
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
識
語
中
の
七
括
六
冊
は
七
十
六
冊
の
こ
と
か
と
思

え
る
が
「
宝
永
」
ま
で
を
含
む
と
記
す
。
現
在
元
禄
十
二
年
正
月
ま
で
で
七
十
五

冊
な
の
で
、
そ
れ
よ
り
数
冊
多
か
っ
た
は
ず
で
、
七
括
六
冊
と
い
う
の
が
解
せ
な

い
。
識
語
の
筆
者
は
本
の
内
容
を
見
た
の
で
は
な
く
、
目
録
の
記
述
を
み
て
「
宝

永
」
ま
で
と
記
し
た
の
だ
ろ
う
。
目
録
を
付
さ
れ
た
時
に
は
宝
永
六
年
を
最
後
と

す
る
内
容
を
持
っ
て
い
た
が
、
識
語
が
記
さ
れ
た
時
点
で
は
、
最
後
が
紛
失
し
現

在
の
よ
う
な
七
十
五
冊
の
形
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

該
書
は
書
陵
部
の
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
に
よ
る
と
二
条
家
伝
来
の
本
で
あ

る
。
二
条
家
は
摂
家
の
一
つ
で
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
二
条
康
道
（
一
六
〇
七
～

一
六
六
六
）・
光
平
（
一
六
二
四
～
一
六
八
二
）
ら
歌
道
を
好
む
人
た
ち
が
い
た
。

二
条
康
道
は
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
烏
丸
光
広
と
と
も
に
漢
詩
と
和
歌
を

唱
和
し
つ
つ
江
戸
へ
下
向
し
、
光
広
が
紀
行
文
『
春
の
曙
』
を
残
し
た
。
該
書
は

目
録
に
よ
る
と
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
ま
で
を
収
録
す
る
が
、
こ
の
宝
永
六
年

は
霊
元
天
皇
の
あ
と
を
継
い
だ
東
山
天
皇
が
中
御
門
天
皇
に
譲
位
し
た
年
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
ろ
歌
会
の
書
留
を
終
了
し
た
の
だ
ろ
う
。
二
条
家
で
は
光
平
の
子
綱

平
（
一
六
七
二
～
一
七
三
二
）
の
時
代
で
あ
る
。
次
の
桜
町
天
皇
の
時
代
ま
で
、

歌
道
は
一
時
期
絶
え
か
け
て
い
た
（
盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇
の
研
究
』
二
十
三

（
一
四
）

い
わ
き
明
星
大
学
人
文
学
部
研
究
紀
要
　
第
二
十
八
号



頁
、
汲
古
書
院
、
平
成
二
十
五
年
）。
歌
道
が
低
迷
し
、
御
会
記
録
を
書
き
留
め

る
こ
と
も
途
絶
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

該
本
は
御
会
の
他
に
臣
下
で
あ
る
飛
鳥
井
雅
章
亭
の
歌
会
始
を
収
録
す
る
。
雅

章
は
中
世
か
ら
の
歌
道
の
家
で
あ
る
飛
鳥
井
家
の
人
で
、
兄
雅
宣
の
後
を
継
ぎ
飛

鳥
井
家
を
相
続
し
、寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
に
参
議
と
な
り
、慶
安
五
年
（
一

六
五
二
）
権
大
納
言
（
四
十
二
歳
）
と
な
る
。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
は
堯

然
法
親
王
、
道
晃
法
親
王
、
岩
倉
具
起
と
共
に
後
水
尾
院
よ
り
古
今
伝
受
を
相
伝

さ
れ
た
。そ
の
明
暦
三
年
よ
り
明
暦
四
年
、万
治
二
年（
一
六
五
九
）、寛
文
六
年（
一

六
六
六
）
～
同
十
三
年
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）、
同
三
年
、
同
六
年
の
雅
章

亭
の
歌
会
始
を
収
録
し
て
お
り
、
翌
延
宝
七
年
に
は
雅
章
が
薨
去
し
た
。
雅
章
が

こ
の
時
代
の
歌
壇
の
指
導
者
で
注
目
を
受
け
る
歌
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
り
、

資
料
の
収
集
者
が
雅
章
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
、
編
纂
所
本
、
二
十
五
冊
本
、
三
十
冊
本
に
も
多
少
の
増
減
は
あ
る
が
、
大

体
収
録
さ
れ
る
。

　

又
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）・
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）・
貞
享
二
年
に
か
け

て
は
歌
会
が
多
い
。
押
小
路
公
起（
の
ち
公
音
）、竹
内
惟
庸
、園
基
福
、久
我
通
規
、

中
院
通
茂
、
藤
谷
為
教
、
冷
泉
為
綱
、
下
冷
泉
為
経
、
今
城
定
経
、
清
水
谷
実
業
、

庭
田
重
条
な
ど
の
邸
宅
で
の
十
五
首
和
歌
会
が
頻
繁
に
あ
り
、
そ
の
記
録
が
収
録

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
他
の
三
本
に
は
収
録
さ
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
元
禄
期
に
は
霊
元
上
皇
の
仙
洞
で
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
～
四
年
に
月

次
の
聖
廟
御
法
楽
、
元
禄
三
～
五
年
に
月
次
の
玉
津
嶋
御
法
楽
・
天
満
宮
御
法
楽
、

元
禄
六
～
八
年
は
月
次
の
住
吉
社
御
法
楽
の
歌
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
収

録
し
て
い
る
。
た
だ
後
期
の
歌
会
に
つ
い
て
は
、
触
れ
る
に
と
ど
め
る
。

三
、『
近
代
御
会
歌
林
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）

　

函
架
番
号
、
押
・
き
・
三
六
。
写
本
三
十
冊
（
含
目
録
）、
現
在
は
他
に
副
目

録
（
零
本
）
を
伴
う
。
浅
黄
色
草
花
文
織
り
布
表
紙
、
小
型
の
本
で
縦
十
八
・
二

セ
ン
チ
、
横
十
二
・
五
セ
ン
チ
。
見
返
し
は
、
全
体
に
金
泥
を
塗
り
、
そ
の
上
に

松
樹
・
霞
模
様
を
描
く
。
料
紙
は
斐
紙
、
列
帖
装
で
装
丁
も
よ
く
、
筆
跡
も
公
家

の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
印
記
、（
扉
）
朱
長
方
印
「
懋ボ
ウ

哉
館
図
書
印
」、

（
巻
末
）
黒
長
方
印
「
御
書
物
方
」。
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
の
千
首
和
歌
（
慶

長
十
九
年
と
記
す
）
よ
り
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
正
月
廿
四
日
禁
裏
御
会
始
（
歌

題
、
禁
苑
春
来
早
）
ま
で
を
収
録
す
る
。
後
陽
成
・
後
水
尾
・
明
正
・
後
光
明
・

後
西
・
霊
元
と
続
き
、
東
山
在
位
五
年
め
ま
で
に
当
た
る
。

　

そ
の
あ
と
に
、
御
会
歌
で
は
な
い
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
共
に
収
録
す
る
。
こ

れ
は
目
録
末
尾
に
内
容
を
記
す
。○
法
皇
菊
に
そ
へ
て
聖
護
院
と
の
へ
贈
答
御
製
、

○
烏
丸
大
納
言
光
広
卿
紅
葉
の
歌
贈
答
、
○
法
皇
茸
狩
の
時
、
板
倉
周
防
守
拝
領

御
製
、
○
後
西
院
の
玉
の
銘
御
製
、
○
法
皇
よ
り
江
州
永
源
寺
へ
つ
か
は
さ
る
ゝ

御
硯
御
製
、
○
法
皇
よ
り
桐
江
に
被
下
和
韻
の
御
製
、
○
女
院
御
所
に
て
中
院
通

村
源
氏
物
語
講
談
の
時
女
院
御
製
並
び
贈
答
歌
（
元
和
八
年
、
一
六
二
二
）、
○

中
院
通
村
武
家
よ
り
勘
事
の
時
被
下
法
皇
の
御
製
幷
通
村
歌
（
寛
永
十
二
年
、
一

六
三
五
）、
○
烏
丸
光
広
大
学
寺
滝
の
跡
み
し
と
き
の
詞
、
○
同
卿
摂
津
国
こ
そ

べ
み
し
と
き
の
歌
（
清
濁
私
）、
○
同
卿
細
川
玄
旨
丹
後
田
辺
籠
城
の
と
き
贈
答

の
歌
（
慶
長
五
年
、
一
六
〇
〇
）、
○
同
卿
奥
州
正
宗
宅
に
て
の
和
歌
、
○
同
卿

角
田
川
の
和
歌
、
○
同
卿
あ
る
女
中
の
贈
答
和
歌
、
○
同
卿
尺
八
の
銘
の
和
歌
、

○
細
川
幽
斎
霊
夢
の
和
歌
、○
後
陽
成
院
崩
御
の
時
後
水
院
（
マ
マ
）
の
御
追
悼
（
元

（
一
五
）

高
梨
素
子
：
近
世
初
頭
の
御
会
和
歌
書
留
集



和
三
年
、
一
六
一
七
）、
○
同
御
時
烏
丸
光
広
卿
の
い
た
み
幷
法
華
経
巻
頭
和
歌
、

○
同
御
時
水
無
瀬
氏
成
卿
い
た
み
五
十
首
和
歌
、
○
台
徳
院
殿
贈
太
政
大
臣
御
一

周
忌
に
光
広
卿
長
歌
、
○
家
光
公
御
薨
去
の
時
法
皇
よ
り
女
院
へ
贈
り
給
ひ
し
御

製
、
○
東
照
大
権
現
御
十
三
廻
忌
に
法
皇
御
製
、
○
後
光
（
マ
マ
）
院
崩
御
の
と
き

後
水
（
マ
マ
）
院
の
御
製
（
承
応
三
年
、
一
六
五
四
）、
○
新
中
納
言
の
局
逝
去
の
時

法
皇
御
製
、
○
水
無
瀬
氏
成
室
逝
去
の
時
中
院
通
（
マ
マ
）
い
た
み
、
○
陽
光
院
の

三
回
忌
追
善
、
細
川
玄
旨
歌
（
天
正
十
六
年
、
一
五
八
八
）、
○
一
品
宮
智
仁
親

王
の
追
悼
、
烏
丸
光
広
詞
、
○
蜂
須
賀
阿
州
の
息
女
悼
の
詞
、
細
川
玄
旨
、
○
太

閤
秀
吉
公
哀
傷
の
歌
、
細
川
玄
旨
返
歌
、
○
飛
鳥
井
雅
章
卿
吉
野
山
の
記
、
○
中

院
通
村
関
東
下
向
の
紀
行
、
○
烏
丸
光
広
卿
東
路
紀
行
、
○
細
川
二
位
法
印
玄
旨

陳
東
紀
行
、
○
水
無
瀬
兼
豊
朝
臣
（
一
六
五
三
～
一
七
〇
五
）
東
の
道
の
記
、
○

小
笠
原
内
匠
頭
長
勝
（
一
六
四
六
～
一
六
八
二
）
の
道
の
記
（
以
上
三
十
五
点
）。

　

慶
長
・
元
和
こ
ろ
の
細
川
幽
斎
・
烏
丸
光
広
・
後
水
尾
院
関
係
の
も
の
が
多
く
、

書
陵
部
本
巻
頭
の
後
陽
成
院
御
宇
の
歌
よ
り
少
し
時
代
が
下
が
る
。
そ
れ
に
宝
永

こ
ろ
の
水
無
瀬
兼
豊
・
小
笠
原
長
勝
の
紀
行
を
付
加
す
る
。
歌
人
が
個
人
的
な
興

味
で
書
写
し
た
も
の
を
共
に
付
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
書
の
目
録
の
巻
頭
に
は
次
の
よ
う
な
識
語
を
貼
り
紙
で
付
す
。（
以
下
引

用
資
料
の
清
濁
私
）

「
近
代
御
会
歌
林
、
三
十
冊
、
凡
紙
数
二
千
五
百
枚
余
。
こ
の
歌
書
は
慶
長
十
九

年
の
千
首
の
御
会
よ
り
こ
の
か
た
元
禄
五
年
正
月
ま
で
禁
裏
た
び
〳
〵
の
御
会
、

御
月
次
の
和
歌
、
そ
の
外
詩
歌
な
ど
ま
で
か
き
の
せ
申
候
。
こ
れ
を
よ
く
〳
〵
詠

吟
す
れ
ば
、
近
代
の
和
歌
之
風
体
こ
ゝ
ろ
え
ら
れ
候
よ
し
に
て
、
堂
上
が
た
歌
道

御
す
き
の
御
か
た
〴
〵
は
、
座
右
の
も
の
と
な
さ
れ
、
御
覧
の
御
こ
と
に
候
」

　

元
禄
五
年
正
月
ま
で
の
現
行
の
姿
に
集
成
さ
れ
た
も
の
に
付
さ
れ
た
識
語
で
あ

り
、
該
書
の
分
量
、
そ
の
価
値
を
記
す
所
か
ら
は
、
旧
蔵
者
の
押
小
路
家
か
ら
手

放
さ
れ
る
時
に
、
売
却
な
ど
の
た
め
の
評
価
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ

る
。
紙
数
を
記
す
の
は
珍
し
く
、
計
測
が
困
難
と
思
わ
れ
る
が
、
各
冊
末
に
墨
付

き
丁
数
を
書
く
の
で
こ
れ
を
集
計
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

該
本
は
史
料
編
纂
所
で
押
小
路
家
本
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
編
纂
所
の
所
蔵
史
料

目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
、「
押
小
路
家
は
三
条
西
実
条
（
一
五
七
五
～
一

六
四
〇
）
の
孫
公
音
（
一
六
五
〇
～
一
七
一
六
）
を
始
祖
と
し
、
家
禄
は
百
三
十

石
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
子
爵
を
授
け
ら
れ
た
。（
略
）
大
正
末
年
寄

贈
」
と
あ
る
。
第
二
九
冊
表
紙
に
「
押
小
路
公
亮
本
」
の
付
箋
様
の
貼
り
紙
が
あ

る
。
押
小
路
公
亮
は
押
小
路
家
九
代
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
生
、
明
治
三

十
四
年
（
一
九
〇
一
）
没
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
存
本
は
糸
切
れ
に
よ
り
紙
が
離
れ
、
他
冊
と
合
体
し
て
錯
簡
を

生
じ
て
い
る
。
調
べ
た
い
歌
会
が
ど
の
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
把
握
し
や
す
い

よ
う
に
錯
簡
の
調
査
結
果
を
記
す
。
現
存
の
冊
数
を
挙
げ
収
録
歌
会
の
内
容
を
催

行
日
時
で
示
し
た
。
括
弧
内
の
和
数
字
は
題
簽
に
記
す
番
号
で
あ
る
。
錯
簡
が
生

じ
て
い
る
箇
所
を
※
で
記
し
、
○
数
字
で
、
正
し
い
順
序
を
示
し
た
。

第
１
冊
（
一
之
上
）
慶
長
一
九
・
一
〇
禁
裏
千
首
和
歌
御
会
、
春
～
冬
①

第
２
冊
（
一
之
下
）
同
、
恋
～
雑	

②

第
３
冊
（
二
）
元
和
一
〇
・
正
・
一
九
、
寛
永
二
七
夕
、
寛
永
三
行
幸
、
寛
永
四
・

三
・
二
四
、
智
仁
十
五
首
、
幽
斎
十
五
首
、
沢
庵
百
首
秋
「
擣
衣
」
途
中
ま
で

	

③

　
　
　
　

※［
錯
簡
］天
和
二
・
二
・
二
二
～
天
和
三
・
三
・
七	

㉓

第
４
冊
（
三
）
寛
永
二
〇
・
正
・
一
九
～
正
保
四
・
二
・
二
五	

⑤

第
５
冊
（
四
）
正
保
五
・
正
・
一
二
～
慶
安
五
・
一
二
・
一
〇	

⑥
（
一
六
）

い
わ
き
明
星
大
学
人
文
学
部
研
究
紀
要
　
第
二
十
八
号



第
６
冊
（
五
）
承
応
元
・
一
〇
・
四
～
明
暦
二
・
八
・
一
五	

⑦

第
７
冊
（
六
）
明
暦
二
・
八
・
二
四
～
明
暦
三
・
二
・
二
五	

⑧

第
８
冊
（
七
）
明
暦
三
・
三
・
二
七
～
万
治
二
・
二
・
二
二	

⑨

第
９
冊
（
八
）
万
治
二
・
二
・
二
五
～
寛
文
二
・
六
・
二
五	

⑩

第
（0
冊
（
九
）
寛
文
二
・
七
・
七
～
寛
文
四
・
六
・
二
五	

⑪

第
（（
冊
（
一
〇
）
寛
文
四
・
一
〇
・
七
～
寛
文
五
・
一
二
・
一
二	

⑫

第
（（
冊
（
一
一
）
寛
文
六
・
正
・
一
九
～
寛
文
六
・
九
・
一
三	

⑬

第
（（
冊
（
一
二
）
寛
文
六
・
一
〇
・
一
四
～
寛
文
七
・
九
・
一
三	

⑭

第
（4
冊
（
一
三
）
寛
文
七
・
一
〇
・
二
四
～
寛
文
九
・
十
・
一
四	

⑮

第
（5
冊
（
一
四
）
寛
文
九
・
閏
一
〇
・
一
四
～
寛
文
一
〇
・
五
・
四	

⑯

第
（6
冊
（
一
五
）
寛
文
一
〇
・
五
・
二
四
～
寛
文
一
二
・
二
・
二
四	

⑰

第
（7
冊
（
一
六
）
寛
文
一
二
・
三
・
一
九
～
延
宝
二
・
六
・
二
二	

⑱

第
（8
冊
（
一
七
）
延
宝
二
・
六
・
二
五
～
延
宝
四
・
正
・
一
九	

⑲

第
（9
冊
（
一
八
）
延
宝
四
・
正
・
二
二
～
延
宝
五
・
一
〇
・
二
四	

⑳

第
（0
冊
（
一
九
）
延
宝
六
・
正
・
一
九
～
延
宝
八
・
二
・
一
八	
㉑

第
（（
冊
（
二
〇
）
天
和
元
・
一
〇
・
二
七
～
天
和
二
・
二
・
一
六	
㉒

　
　
　
　

※［
錯
簡
］元
禄
三
・
正
・
一
一
～
元
禄
五
・
正
・
二
四	

㉝	

第
（（
冊
（
二
一
）
天
和
三
・
三
・
一
六
～
天
和
三
・
一
二
・
二
九	

㉔

第
（（
冊
（
二
二
）
天
和
四
・
正
・
二
四
～
貞
享
二
・
六
・
二
五	

㉕

第
（4
冊
（
二
三
）
貞
享
二
・
七
・
七
～
貞
享
三
・
二
・
二
五	

㉖

第
（5
冊
（
二
四
上
）
貞
享
三
・
五
・
一
九
内
侍
所
法
楽
千
首
の
第
二
「
猿
」
～
第

五
終	

㉘

第
（6
冊
（
二
四
下
）
千
首
第
六
～
千
首
第
一
〇
「
春
雨
」	

㉙

　
　
　
　

※［
錯
簡
］飛
鳥
井
雅
章
「
吉
野
山
の
記
」
途
中
か
ら
～
小
笠
原
長
勝
海

路
紀
行	

㉟

第
（7
冊
（
二
五
）
貞
享
四
・
二
・
一
四
～
貞
享
五
・
二
・
五	

㉛

第
（8
冊
（
二
六
）
貞
享
五
・
二
・
一
〇
～
元
禄
二
・
正
・
二
五	

㉜

　
　
　
　

※	［
錯
簡
］沢
庵
百
首
秋
「
黄
葉
」
～
終
・
沢
庵
十
五
首
・
光
広
十
五
首
・

隠
岐
奉
納
二
十
首
・
法
華
経
二
十
八
品
和
歌
・
仙
洞
三
十
六
番
歌
合
・

寛
永
一
六
年
七
夕
通
村
七
首
・
寛
永
一
六
年
重
陽
通
村
九
首

	

④

第
（9
冊
（
二
七
）
貞
享
三
・
五
・
一
九
内
侍
所
法
楽
千
首
始
め
～
第
二
「
旅
」

	

㉗

　
　
　
　

※［
錯
簡
］千
首
第
一
〇
「
若
草
」
～
千
首
終
、
貞
享
三
・
九
・
六

	

㉚

第
（0
冊
（
目
録
）	

㊱

副
目
録
（
函
架
番
号
押
・
き
・
45
）、「
法
皇
菊
に
そ
へ
て
聖
護
院
殿
へ
贈
答
御
製
」

～
飛
鳥
井
雅
章
「
吉
野
山
の
記
」
途
中
ま
で
※	

㉞

　

錯
簡
は
あ
る
も
の
の
、
目
録
に
あ
る
歌
会
は
す
べ
て
存
在
す
る
。

四
、『
近
代
御
会
和
歌
』（
内
閣
文
庫
蔵
）
二
十
五
冊
本

　

函
架
番
号
二
〇
一
・
九
七
。
写
本
二
十
五
冊
。
褪
色
し
て
い
る
が
本
来
紺
色
と

思
わ
れ
る
表
紙
。
左
上
に
題
簽
『
近
代
御
会
和
歌
第
一	

』
の
よ
う
に
記
す
。
料
紙

は
楮
紙
で
袋
綴
。
縦
二
十
七
セ
ン
チ
、
横
十
九
・
四
セ
ン
チ
（
第
一
冊
で
計
測
）。

第
一
冊
は
七
十
三
丁
。
該
書
に
は
目
録
は
な
い
。
印
記
は
扉
ま
た
は
一
丁
表
に「
書

籍
館
印
」
朱
正
方
印
、「
浅
草
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」
子
持
ち
枠
、
朱
長
方
印
、

「
日
本
政
府
図
書
」朱
正
方
印
の
四
種
類
が
全
冊
に
押
捺
さ
れ
る
。「
和
学
講
談
所
」

（
一
七
）

高
梨
素
子
：
近
世
初
頭
の
御
会
和
歌
書
留
集



は
塙
保
己
一
が
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
創
立
し
た
国
学
研
究
所
で
、
明
治
五

年
孫
の
忠
韶
か
ら
和
学
講
談
所
蔵
書
が
書
籍
館
に
献
納
さ
れ
た
。
書
籍
館
は
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）
に
文
部
省
が
開
い
た
最
初
の
公
開
図
書
館
で
、
二
年
で
廃
止

の
後
、
同
七
年
官
立
の
公
開
図
書
館
浅
草
文
庫
と
な
り
、
明
治
十
四
年
閉
鎖
、
蔵

書
は
大
部
分
が
内
閣
文
庫
に
引
き
継
が
れ
た
と
い
う
。（『
内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
』

改
訂
増
補
版
、
一
九
八
一
年
、
国
立
公
文
書
館
）

　

収
録
内
容
は
、
元
和
十
年
（
一
六
二
四
、
寛
永
元
年
）
正
月
十
九
日
禁
裏
和
歌

御
会
始
（
歌
題
、
柳
臨
池
水
）
を
始
め
と
し
て
、
二
十
五
冊
末
の
貞
享
四
年
（
一

六
八
七
）
卯
月
十
七
日
禁
中
（
東
山
天
皇
）
御
代
始
御
会
（
歌
題
、
禁
庭
松
久
）

ま
で
、	

六
十
三
年
間
に
渡
る
歌
会
の
歌
が
記
さ
れ
る
。
後
水
尾
・
明
正
・
後
光
明
・

後
西
・
霊
元
と
五
代
の
天
皇
に
わ
た
り
、
霊
元
天
皇
の
退
位
さ
れ
た
年
ま
で
の
記

録
で
あ
る
。
原
則
的
に
は
催
行
年
時
順
に
配
列
さ
れ
る
が
順
不
同
で
乱
れ
る
箇
所

も
あ
る
。
御
会
始
の
官
位
表
記
は
類
似
の
も
の
が
列
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
棒
線

に
よ
っ
て
省
略
し
て
書
く
所
が
あ
る
。
全
体
の
目
録
は
な
く
、
各
冊
の
扉
に
た
と

え
ば
「
元
和
十
、
正
、
十
九
ヨ
リ
寛
永
廿
一
、
二
、
廿
二
日
迄
」(
第
一
冊
）
の

よ
う
に
記
す
。
ま
た
、
巻
七
に
御
会
和
歌
で
は
な
い
も
の
を
収
録
す
る
。
そ
の
内

容
は
、
１
近
江
八
景
の
和
歌
、
２
修
学
院
八
景
詩
歌
（
万
治
二
年
、
一
六
五
九
）、

３
飛
鳥
井
雅
章
・
難
波
宗
量
関
東
下
向
時
詠
（
寛
文
三
年
、
一
六
六
三
）、
４
良

尚
法
親
王
・
春
斎
漢
詩
贈
答
、
５
易
然
集
、
６
法
雲
院
前
亜
相
泰
翁
（
烏
丸
光
広
）

大
居
士
三
十
三
回
忌
追
善
歌（
寛
文
十
年
）経
文
題
三
十
首
、７
点
取
十
首
和
歌（
通

茂
・
弘
資
・
資
慶
）（
寛
文
九
年
御
当
座
と
し
て
三
十
冊
本
に
記
載
）、
８
烏
丸
光

広
卿
東
路
記
、
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）、
９
飛
鳥
井
雅
章
卿
吉
野
記
、
（0
水

無
瀬
兼
豊
朝
臣
東
路
の
記
（
延
宝
九
年
八
月
、
一
六
八
一
）、
（（
新
院
御
所
御
連

歌
（
寛
文
六
年
三
月
）
後
西
院
・
烏
丸
資
慶
ら
、
（（
新
院
御
所
御
連
歌
（
寛
文
六

年
三
月
一
三
日
）
後
西
院
・
烏
丸
資
慶
ら
、
（（
寛
文
十
一
年
十
一
月
二
十
九
日
於

新
院
御
所
御
興
行
漢
和
連
句
、
後
西
院
・
道
晃
法
親
王
ら
、
（4
寛
文
十
三
年
八
月

十
五
日
新
院
御
所
漢
和
連
句
御
会
、
後
西
院
・
霊
元
天
皇
ら
、
（5
延
宝
三
年
九
月

十
三
日
於
仙
洞
御
会
和
漢
連
句
、
後
水
尾
院
・
後
西
院
ら
で
あ
る
。
紀
行
、
漢
詩
、

後
西
院
の
連
歌
、
漢
和
連
句
が
目
を
引
く
。

　

編
纂
所
本
に
も
共
通
す
る
８
、
９
、
（0
の
紀
行
を
含
む
が
、
全
体
的
に
、
寛
文

こ
ろ
の
後
西
院
関
係
の
も
の
が
多
い
。
連
句
を
収
録
す
る
の
が
異
例
で
あ
る
。
二

十
五
冊
本
祖
本
作
成
者
の
関
心
が
こ
れ
ら
に
向
か
っ
て
い
た
こ
と
を
類
推
さ
せ

る
。

　

奥
書
は
享
保
三
年（
一
七
一
八
）の
書
写
奥
書
が
、四
箇
所
に
あ
る
。
十
六
冊
末
・

二
十
二
冊
末
で
は
「
右
本
書
之
通
書
写
之
。
令
校
合
、
相
違
無
之
者
也
。
享
保
三

年
菊
月
日
、
信
一
妻
佐
世
」
の
同
文
の
も
の
を
書
く
。
二
十
三
冊
末
で
は
「
右
本

書
之
通
書
写
之
。
令
校
合
、
相
違
無
之
者
也
。
享
保
三
年
菊
月
日
、
佐
藤
氏
藤
原

信
一
、家
室
橘
氏
女
、佐
世
」
と
あ
り
、文
面
は
同
じ
だ
が
、署
名
が
少
し
異
な
る
。

二
十
三
冊
末
の
も
の
が
正
式
な
書
き
方
で
あ
ろ
う
。
ま
た
二
十
一
冊
末
に
は
「
右

本
書
之
通
書
写
之
。
令
校
合
、
相
違
無
之
者
也
。
享
保
三
年
菊
月
日
、
佐
藤
氏
藤

原
信
一
」
と
や
は
り
文
面
は
同
じ
で
夫
の
署
名
が
あ
る
。
筆
跡
は
「
也
」
の
字
体

が
佐
世
の
も
の
と
少
し
異
な
る
。
佐
藤
信
一
な
ら
び
に
佐
世
に
つ
い
て
は
未
詳
。

　

い
ず
れ
も
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
書
写
を
行
い
、
校
合
し
て
間
違
い
の
な

い
こ
と
を
確
か
め
た
と
い
う
内
容
の
書
写
奥
書
で
あ
り
、
夫
婦
で
書
写
を
行
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
全
体
は
同
筆
で
は
な
い
が
統
一
し
た
表
紙
・
題
簽
の
形
態
で
あ

り
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
分
担
し
て
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

奥
書
が
四
箇
所
に
付
さ
れ
る
の
が
妙
で
あ
る
。
推
測
で
あ
る
が
、
書
写
を
十
六

冊
末
（
寛
文
十
一
年
ま
で
）、二
十
一
冊
末
（
延
宝
五
年
ま
で
）、二
十
二
冊
末
（
延

（
一
八
）
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宝
八
年
ま
で
）、
二
十
三
冊
末
（
天
和
二
年
ま
で
）
で
打
ち
切
ろ
う
と
し
て
奥
書

を
一
度
記
し
な
が
ら
終
了
せ
ず
、
結
局
第
二
十
五
冊
（
貞
享
四
年
四
月
ま
で
）
を

書
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
親
本
が
編
纂
所
本
系
統
と
す
れ
ば
元
禄
五
年
ま
で
あ
る
親

本
を
貞
享
四
年
四
月
東
山
天
皇
の
御
代
始
御
会
で
筆
を
留
め
た
可
能
性
が
あ
る
。

和
歌
の
活
動
の
盛
ん
で
あ
っ
た
霊
元
天
皇
が
貞
享
四
年
三
月
で
譲
位
し
た
の
で
、

そ
こ
で
筆
を
と
ど
め
た
の
か
。
二
十
五
冊
末
に
奥
書
の
な
い
理
由
は
不
明
。

　

享
保
三
年
に
藤
原
信
一
・
佐
世
が
転
写
し
、
お
そ
ら
く
塙
保
己
一
（
一
七
四
六

～
一
八
二
一
）
の
収
書
作
業
に
よ
り
和
学
講
談
所
に
収
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

五
、『
近
代
御
会
和
歌
集
』（
内
閣
文
庫
蔵
）
三
十
冊
本

　

函
架
番
号
二
〇
一
・
九
八
。
写
本
三
十
冊
。
浅
黄
色
地
に
茶
刷
毛
染
め
の
横
縞

模
様
の
表
紙
。
左
上
に
黒
子
持
ち
枠
の
題
簽
で
『
近
代
御
会
和
歌
集
目
録　

一	

』

『
近
代
御
会
和
歌
集　

二
』
の
よ
う
に
記
す
。
第
一
冊
は
全
体
の
目
録
を
記
す
が
、

第
二
冊
以
降
も
冒
頭
に
は
該
当
部
分
の
目
録
を
付
し
内
容
を
検
索
し
や
す
い
。
料

紙
は
楮
紙
で
袋
綴
。
縦
二
十
七
・
一
セ
ン
チ
、
横
十
九
・
三
セ
ン
チ
（
第
一
冊
で

計
測
）。第
一
冊
は
目
録
だ
け
で
墨
付
き
十
七
丁
、第
二
冊
は
墨
付
き
七
十
六
丁（
以

下
略
）。
印
記
は
扉
ま
た
は
一
丁
表
に
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
朱
正
方
印
、「
日

本
政
府
図
書
」
朱
正
方
印
、「
岸
藩
文
庫
」
朱
正
方
印
、「
明
治
十
五
年
購
求
」
赤

ス
タ
ン
プ
印
の
四
種
類
が
全
冊
に
押
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

内
容
は
、
元
和
十
年
（
一
六
二
四
、
寛
永
元
年
）
正
月
十
九
日
御
会
始
（
歌
題
、

柳
臨
池
水
）
を
始
め
と
し
て
、
原
則
的
に
催
行
年
時
順
に
配
列
さ
れ
、
第
三
十
冊

末
は
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
二
月
十
三
日
仙
洞
御
会
（
霊
元
上
皇
）
ま
で
、
七

十
三
年
間
に
わ
た
る
歌
会
の
歌
が
記
さ
れ
る
。
後
水
尾
・
明
正
・
後
光
明
・
後

西
・
霊
元
・
東
山
と
六
代
の
天
皇
に
わ
た
る
。
東
山
天
皇
の
在
位
八
年
に
あ
た
る

元
禄
八
年
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
目
録
に
二
十
三
冊
と
あ
り
親
本
は
二
十
三
冊
本

で
あ
っ
た
が
、
内
容
量
の
多
い
冊
（
巻
之
一
、
同
五
、
同
七
、
同
八
、
同
九
、
同

一
九
）
を
分
冊
し
、
か
つ
目
録
一
冊
を
付
し
た
た
め
に
三
十
冊
と
な
っ
た
。

　

奥
書
は
第
三
十
冊
末
に
「
近
代
和
哥
集
者
廿
三
巻
、
毎
年
禁
裡
仙
洞
多
御
所
御

会
の
写
留
也
。
岸
和
田
太
守
公
之
所
望
ニ
而
写
之
。
元
禄
十
二
年
九
月
十
日
、
小

野
道
範
書
六
十
一
歳
」
と
あ
る
。
こ
の
書
は
全
冊
同
筆
と
思
わ
れ
る
。
小
野
道
範
は

未
詳
。「
岸
藩
文
庫
」
印
が
押
捺
さ
れ
る
の
で
、
岸
和
田
藩
の
文
庫
に
収
納
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
元
禄
十
二
年
当
時
の
岸
和
田
藩
（
和
泉
南
郡
岸
和
田
）
は
岡
部

長
泰
（
一
六
五
〇
～
一
七
二
四
）
が
藩
主
で
あ
っ
た
。
長
泰
は
歌
人
・
俳
人
と
し

て
有
名
な
平
藩
主
内
藤
義
概
（
一
六
一
九
～
一
六
八
五
）
の
女
婿
に
当
た
る
の
で

和
歌
へ
の
関
心
が
深
く
、
公
家
か
ら
歌
書
を
借
り
、
書
家
に
書
写
さ
せ
た
と
思
わ

れ
る
。
維
新
後
の
明
治
十
五
年
国
が
購
求
し
た
。

六
、
収
録
歌
会
数
の
比
較

　

四
本
に
お
け
る
収
録
歌
会
数
を
概
観
で
き
る
表
を
第
一
表
と
し
、
歌
会
の
内
訳

を
示
し
た
表
（
紙
幅
の
関
係
で
後
光
明
天
皇
の
崩
御
し
た
承
応
三
年
ま
で
。
配
列

は
書
陵
部
本
に
拠
る
）
を
第
二
表
と
し
た
。

　

内
閣
文
庫
三
十
冊
本
は
年
時
が
整
然
と
配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
収
録
年

時
を
基
準
と
し
て
、
書
陵
部
本
、
編
纂
所
本
、
二
十
五
冊
本
の
収
録
歌
会
数
を
あ

わ
せ
て
記
し
た
も
の
が
第
一
表
で
あ
る
。
目
録
に
よ
り
作
成
し
て
お
り
、
同
一
の

歌
会
が
誤
記
な
ど
で
違
う
年
時
に
紛
れ
込
む
場
合
も
あ
る
の
で
、
厳
密
と
は
い
え

な
い
が
、
大
体
の
目
安
に
は
な
る
と
思
う
。
ま
た
年
時
不
明
の
も
の
も
あ
る
が
収

（
一
九
）
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録
箇
所
に
収
め
て
い
る
。

　

収
録
歌
会
数
は
書
陵
部
本
が
圧
倒
的
に
多
く
長
期
に
渡
っ
て

い
る
。
三
十
冊
本
は
寛
永
か
ら
延
宝
三
年
こ
ろ
ま
で
を
多
く
収

録
し
、
編
纂
所
本
・
二
十
五
冊
本
は
後
水
尾
院
崩
御
の
延
宝
八

年
こ
ろ
ま
で
を
多
く
収
録
す
る
。
細
か
く
見
て
行
く
と
編
纂
所

本
・
二
十
五
冊
本
は
寛
永
年
間
で
は
歌
会
の
収
録
が
少
な
い
点

で
類
似
す
る
。
寛
永
二
十
年
か
ら
と
、
正
保
五
（
慶
安
元
）
年

か
ら
と
で
は
四
本
が
ほ
ぼ
同
様
の
歌
会
数
を
収
録
す
る
。
慶
安

五
年
（
承
応
元
年
（
4
（

）
か
ら
で
は
、
書
陵
部
本
と
二
十
五
冊
本
が

多
く
、
三
十
冊
本
と
編
纂
所
本
が
少
な
い
が
、
こ
れ
は
承
応
二

年
の
褒
貶
和
歌
八
回
分
を
後
者
が
収
録
し
な
い
た
め
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
。
ま
た
、
寛
文
五
年
六
年
こ
ろ
は

歌
会
数
は
計
五
十
を
数
え
る
が
、
編
纂
所
本
、
二
十
五
冊
本
、

三
十
冊
本
も
、
ほ
ぼ
同
数
を
収
録
し
て
い
る
。
そ
の
時
期
の
歌

会
に
つ
い
て
抄
出
者
の
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
こ
ろ
、
新
院
則
ち
後
西
上
皇
は
月
次
で
二
首
歌

会
と
同
日
の
当
座
廿
首
歌
会
を
開
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
盛
ん

な
歌
会
活
動
は
寛
文
九
年
ま
で
見
ら
れ
る
。
元
禄
二
～
八
年
に

書
陵
部
本
で
は
歌
会
数
が
多
い
の
は
霊
元
上
皇
が
月
次
で
聖
廟

法
楽
、
玉
津
嶋
社
法
楽
、
天
満
宮
法
楽
、
住
吉
社
法
楽
な
ど
を

行
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、他
本
は
そ
れ
ほ
ど
収
録
し
て
い
な
い
。

第１表　収録歌会数

収録歌会の年時 内閣 （0 冊 書陵部本 編纂所本 内閣 （5 冊 備考
（6（4 慶長 （9 0 （ （ 0

年時不明など（巻頭） 0 （（ 7 0
（6（4 元和 （0（寛永１）～ 巻１ （（ 4（ 7 5 寛永７明正即位
（64（ 寛永 （0 ～ 巻２ （8 （（ （0 （8 寛永 （0 後光明即位
（648 正保５（慶安１）～ 巻３ （（ （（ （（ （0
（65（ 慶安５（承応１）～ 巻４ （8 40 （8 （6 承応３後光明崩御
（655 承応４（明暦１）～ 巻５ （9 4（ （（ （7 明暦２後西即位
（658 明暦４（万治１）～ 巻６ （8 40 （7 （0
（66（ 寛文１～ 巻７ （（ （7 （5 （（ 寛文３年霊元即位
（665 寛文５～ 巻８ 5（ 54 5（ 5（
（667 寛文７～ 巻９ 6（ 64 （6 （6
（669 寛文９～ 巻 （0 （8 （9 9 9
（670 寛文 （0 ～ 巻 （（ （6 55 4（ 4（
（67（ 寛文 （（（延宝１）～ 巻 （（ （（ 5（ 5（ 5（
（676 延宝４～ 巻 （（ （9 48 （7 （4 延宝８後水尾崩御
（68（ 天和１～ 巻 （4 （9 （（ （5 （5
（68（ 天和３、１月～ 巻 （5 （9 （（ （7 9
（68（ 天和３、６月～ 巻 （6 （6 （8 （6 （
（684 天和４（貞享１）～ 巻 （7 （6 7（ 8 9
（685 貞享２～ 巻 （8 （9 56 （0 （ 貞享２後西崩御
（686 貞享３～ 巻 （9 5 （7 5 0
（687 貞享４～ 巻 （0 （7 5（ （6 （ 貞享４東山即位
（689 元禄２～ 巻 （（ （7 （（4 6 0
（69（ 元禄５～ 巻 （（ （（ 7（ （ 0
（694 元禄７～ 巻 （（ 9 8（ 0 0

元禄９～宝永６年８月 0 （79 0 0
年時不明（巻末他） 0 0 （5 （5
収録歌会数総計 569 （,（（8 546 4（（

（
二
〇
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第２表　会名（内閣 30冊本・書陵部本・編纂所本・内閣 25冊本）番号は各冊始からの順序

年号 年 月 日 禁裏 仙洞 会名 歌題数 歌題 （0 書 編 （5
慶長 （9 禁 千首和歌 （,000 （ （
大永 （ 9 （5 月次三首 （ 紅葉色々他 （

十五首和歌（智仁親王） （5 海上晩霞他 （ 6
十五首和歌（幽斎、同時） （5 海上晩霞他 4 7
百首和歌（沢庵） （00 立春他 5 8
十五首和歌（沢庵） （5 山新樹他 6 9
十五首和歌（光広） （5 山新樹他 7 （0
百首和歌（良恕）（歌欠） 8
五倫和歌（後水尾院）（歌欠） 9
十界和歌（同御製）（歌欠） （0
花三十首和歌（同御製）（歌欠） （（
富士五十首和歌（是空）（歌欠） （（

元和 （0 （ （9 禁 和歌御会始 （ 柳臨池水 （ （（ （ （
寛永 （ 7 7 禁 公宴御会 （ 天河雲為橋 （ （4 （ （

（ （0 三十首和歌（後水尾伝受時） （0 早春鴬他 （5
（ 9 8 二条御城行幸御会 （ 竹契遐年 （ （6 4 （
4 （ （4 禁 御月次 （ 梨他 （7 5 4
4 （（ （4 禁 御月次 （ 早梅他 （8
7 （ 8 仙 御会始 （ 鶴伴仙齢 4 （9
8 （ （9 仙 御会始 （ 松契春 5 （0
8 4 6 仙 御当座（若衆稽古） （5 竹亭夏来他 6 （（
9 （ （9 仙 御会始 （ 水樹多佳趣 7 （（
（0 （0 石清水法楽（光広） （00 立春他 （（
（（ （ （0 仙 御会始 （ 霞添山気色 8 （4
（（ 7 （（ 仙 御会 （ 朝見草花 9 （5
（（ 7 （（ 仙 御当座 （0 早春鴬他 （0 （6
（（ 9 （（ 仙 詩歌御会 （ 池上月 （（ （7
（（ （0 （0 仙 御当座（御続歌 （0 名） （00 立春他 （（ （8
（（ （（ （6 仙 御当座（（8 名） （00 立春他 （（ （9
（4 （ （（ 仙 御会始 （ 南枝暖待鶯 （4 （0
（4 （ （ 仙 仙洞御着到 （00 立春他 （（
（4 （ （ 仙 御着到（烏丸光広） （00 立春他 （（
（4 （ （ 仙 御着到（飛鳥井雅庸）（慶長７年） （0 立春他 （（
（4 （ （（ 仙 詩御会（三夜御遊御当座） 50 待花他 （5 （4
（4 8 （（ 仙 御当座 （0 初秋露他 （6 （5
（4 8 （（ 仙 御当座 （8 新秋他 （7 （6
（4 9 （（ 仙 御当座 （0 九月十三夜他 （8 （7
（4 9 （0 仙 御当座 （0 立春風他 （9 （8
（5 （ （（ 後鳥羽院隠州御陵奉納 （0 早春他 （9 （（

法華経二十八品和歌 （7 序品他 40 （（
（5 9 （（ 仙 詩歌御当座 （0 十三夜晴他 （0 4（
（6 （ 9 仙 御会始 （ 春風春水一時来 （（ 4（
（6 （ 9 仙 梅見御会 （0 初梅他 （（ 4（
（6 （ （4 仙 詩歌御会、御当座 （9 初見花他 （（ 44
（6 （ （7 仙 御当座 （ 牡丹 （4 45
（6 7 7 七夕七首和歌（通村） 7 七夕月他 （4
（6 9 9 菊九首和歌（通村） 9 菊映月他 （5

（
二
一
）

高
梨
素
子
：
近
世
初
頭
の
御
会
和
歌
書
留
集



年号 年 月 日 禁裏 仙洞 会名 歌題数 歌題 （0 書 編 （5
寛永 （6 9 （8 仙 仙洞御夢想披和歌（聖廟） （（ 早春鴬他 （5 46

（7 （ （7 仙 御会始 （ 風光日々新 （6 47
（8 （ （（ 仙 御会始 （ 雪消山色静 （7 48
（8 （ （9 禁 御会始 （ 禁苑春来早 （8 49
（8 5 （9 仙 御当座（若き衆稽古） （5 海辺霞他 （9 50
（8 5 （（ 仙 詩歌御会、御当座 48 暁余寒他 （0 5（
（8 （0 仙 三十六番歌合 （ 冬天象他 5（ （（ 5
（9 （ （（ 仙 御会始 （ 為君祈世 （（ 5（
（0 （ （9 禁 御会始 （ 緑竹年久 （（ 54 （6 6
（0 4 （4 禁 月次（御続歌） （00 歳中立春他 （（ 55 （7 7
（0 （（ 禁 新帝御代始御会（書抜） （ 松添栄久 （4 56 （8 8
（（ （ （9 禁 御会始 （ 若菜知時 （5 57 （9 9
（（ （ （（ 仙 御会始 （ 春到管絃中 （6 58 （0 （0
（（ （ （（ 水無瀬宮御法楽 （0 鴬知春他 （7 59 （（ （（

正保 （ （ （8 禁 御会始 （ 梅近聞鶯 （8 60 （（ （（
（ （ （（ 水無瀬宮御法楽　 （0 初春他 （9 6（ （（ （5
（ （ （5 聖廟御法楽　 50 子日他 40 6（ （4 （（
（ （ （6 仙 仙洞御会始 （ 藤花久盛 4（ 6（ （5 （4
（ （0 （ 禁 御当座 （0 初冬他 4（ 64 （6 （6
（ （ （9 禁 御会始 （ 毎山有春 4（ 65 （7 （7
（ （ （5 聖廟御法楽 50 子日他 66
（ （ 4 仙 御会始 （ 池水似鏡 44 67 （8 （8
（ 8 9 禁 御当座 （0 萩露他 45 68 （9 （9
4 （ （9 禁 御会始 （ 春風解氷 46 69 （0 （0
4 （ （4 仙 本院御会始 （ 遠山如画図 47 70 （（
4 （ 6 禁 御当座 （0 早春他 48 7（ （（
4 （ （5 仙 御当座（本院） （5 嶺霞他 49 7（ （（ （（
4 （ （（ 水無瀬殿御法楽 （0 初春霞他 50 7（ （4 （（
4 （ （5 聖廟御法楽 50 子日他 5（ 74 （5 （（
5 （ （（ 仙 御会始 （ 残雪半蔵梅 5（ 75 （6 （4
5 （ （9 禁 御会始 （ 鶴馴砌 5（ 76 （7 （5

慶安 （ 9 （（ 仙 月十三首和歌、仙洞御製 （（ 九月十三夜他 （8 （6
仙 十首和歌、同、年月不知 （0 早春霞他 （9

（ （ （7 仙 御会始 （ 江山春興多 54 77 40 （7
（ （ （9 禁 御会始 （ 逐年梅盛 55 78 4（ （8
（ （ （（ 水無瀬宮御法楽 （0 朝霞他 56 79 4（ （9
（ （ （9 仙 御当座 （0 早春他 57 80 4（ （0
（ 6 （5 聖廟御法楽（後水尾院） （0 雲外郭公他 8（
（ 9 （（ 幡枝御幸御会 （ 月契多秋 58 8（ 44 （（
（ 9 （6 十首御製、幡枝御幸之時 （0 不知夜月他 8（ 45

慶安 （ （ （9 禁 御会始 （ 柳臨池水 59 84 46 （（
（ （ （（ 水無瀬殿御法楽 （0 鴬告春他 60 85 47 （4
（ （ （5 聖廟御法楽 （0 早春霞他 6（ 86 48 （5
（ 4 （9 仙 御会始 （ 夏祝言 6（ 87 49 （6
（ 4 （（ 禁 御当座 （5 山新樹他 6（ 88 50 （7
（ 5 7 仙 御当座 （5 春朝他 64 89 5（ （8
（ 5 （9 禁 院御製 ２ 寄露恋他 65 90 5（ （9
（ 7 7 公宴御会 （ 星夕涼如水 66 9（ 5（ 40

（
二
二
）

い
わ
き
明
星
大
学
人
文
学
部
研
究
紀
要
　
第
二
十
八
号



年号 年 月 日 禁裏 仙洞 会名 歌題数 歌題 （0 書 編 （5
慶安 （ 7 7 七夕七首和歌、仙洞御製（歌欠） ７ 9（

（ 9 十首和歌、仙洞御製（歌欠） （0 9（
4 （ （（ 仙 御会始 （ 緑竹弁春 67 94 54 4（
4 （ （9 禁 御会始 （ 初春祝道 68 95 55 4（
4 読観世音経偈和歌 （（ 世尊妙相具他 69
4 （ （（ 近衛殿応山一回忌追善 （0 未顕真実他 70 96 56 4（
4 （0 （0 仙 詩歌御会 （0 初春朝霞他 7（ 97 57 （（
5 （ （9 禁 御会始 （ 霞添春色 7（ 98 58 44
5 （ （（ 仙 御会始 （ 梅柳渡江春 7（ 99 59 45
5 （ 4 仙 御月次点取和歌、通村点 （ 梅花久盛 74 （00 60 46
5 （ （0 仙 御月次点取和歌 6 春山他 74 （0（ 60 47
5 （ （0 若年衆点取和歌 （8 早春他 75 （0（ 60 48
5 4 （0 仙 御月次点取 （ 久待郭公 74 （0（ 60 49
5 5 （0 仙 御月次点取 6 心在山花他 74 （04 60 50
5 6 （0 仙 御月次点取 （ 野亭秋近 74 （05 60 5（
5 7 （0 仙 御月次点取 5 草花交色他 74 （06 60 5（
5 8 （0 仙 御月次点取 （ 深山見月 74 （07 60 5（
5 9 （0 仙 御月次点取 6 初秋薄他 74 （08 60 54

仙洞御製、月日不明（慶安元年と同一） （（ 九月十三夜他 （09
5 （0 4 禁 御会 （ 冬祝言 76 （（0 6（ 67
5 （0 （0 仙 御月次点取 （ 船中時雨 74 （（（ 60 55
5 （0 （8 仙 御会 （ 松有歓声 77 （（（ 6（ 68
5 （0 （（ 若年衆点取和歌 （ 落葉浮水 78 （（（ 6（ 56
5 （（ （0 仙 御月次点取 7 夜落葉他 74 （（4 60 57
5 （（ （0 仙 御月次点取 （ 逐日雪深 74 （（5 60 58

御点取和歌、後水尾院御製 （0 早春霞他 （（6
御点取和歌、同 （0 故郷梅他 （（7
点取和歌、通茂・弘資・資慶 （0 海上霞他 （（8

承応 （ （ （9 禁 御会始 （ 鶯知万春 78 （（9 64 69
（ （ （（ 仙 御会始 （ 雪消春水来 79 （（0 65 70
（ （ 近衛殿家会始 （ 水石契久 80 （（（ 66 7（
（ （ （0 仙 月次点取 （ 梅有遅速 8（ （（（ 67 7（
（ 5 （4 禁 御月次 （ 寄道祝言 8（ （（（ 68 74
（ 6 （ 仙 御月次褒貶和歌 （ 水石契久 （（4 59
（ 閏6 （ 仙 御月次褒貶和歌 （ 竹風夜涼 （（5 60
（ 7 （ 仙 御月次褒貶和歌 （ 野萩露 （（6 6（
（ 8 （ 仙 御月次褒貶和歌 （ 月不撰処 （（7 6（
（ 9 （ 仙 御月次褒貶和歌 （ 枯葉漸紅 （（8 6（
（ 9 （（ 仙 御会 （ 菊花久盛 8（ （（9 69 75
（ （0 （ 仙 御月次褒貶和歌 （ 落葉浮水 （（0 64
（ （0 （7 仙 御当座 （0 峯霞他 84 （（（ 70 76
（ （（ （ 仙 御月次褒貶和歌 （ 寒閨聞霰 （（（ 65
（ （（ （ 仙 御月次褒貶和歌 （ 霜朝遠樹 （（（ 66

承応 （ （ （9 禁 御会始 （ 砌松契齢 85 （（4 7（ 77
（ （ （（ 仙 御会始 （ 春風不分処 86 （（5 7（ 78
（ （ 6 花町殿八幡宮御法楽 （5 霞満山他 87 （（6 7（ 79
（ 8 （0 仙 太神宮御法楽 （0 早春鴬他 88 （（7 74 7（

（
二
三
）

高
梨
素
子
：
近
世
初
頭
の
御
会
和
歌
書
留
集



七
、
四
本
の
比
較

（
一
）
書
陵
部
本
と
内
閣
三
十
冊
本
の
比
較

　

全
体
と
し
て
書
陵
部
本
の
収
録
歌
会
数
が
圧
倒
的
に
多
い
。
寛
永
期
の
収
録
数

は
書
陵
部
本
と
三
十
冊
本
が
類
似
す
る
。
両
本
の
寛
永
期
を
比
較
す
る
と
、
具
体

的
内
容
の
対
照
（
第
二
表
）
を
示
し
た
が
、
三
十
冊
本
で
は
書
陵
部
本
歌
会
番
号

（5
の
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
後
水
尾
院
の
伝
受
時
三
十
首
、
（（
寛
永
十
年
光
広

の
石
清
水
法
楽
百
首
、
（（
・
（（
・
（（
寛
永
十
四
年
等
仙
洞
着
到
和
歌
、
（9
後
鳥
羽

院
隠
州
御
陵
御
奉
納
和
歌
、
40
法
華
経
二
十
八
品
和
歌
、
5（
三
十
六
番
歌
合
な
ど

の
、
単
独
詠
や
普
通
の
御
会
詠
で
は
な
い
も
の
を
収
録
し
な
い
。
ま
た
（7
・
（8
の

禁
中
月
次
（
月
例
）
歌
会
を
採
ら
ず
、
書
陵
部
本
の
形
か
ら
大
き
な
御
会
に
絞
っ

て
抜
き
書
き
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
逆
の
考
え
、
す
な
わ
ち
別
途
所
有
資
料
を
御

会
書
留
の
間
に
入
れ
た
と
い
う
考
え
も
推
測
と
し
て
は
成
り
立
ち
得
る
）。
書
陵

部
本
の
方
は
歌
会
末
の
読
師
・
講
師
な
ど
の
表
記
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
内

容
が
良
い
。
三
十
冊
本
は
転
写
を
多
く
経
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

三
十
冊
本
の
み
に
あ
る
独
自
掲
載
歌
は
、
三
十
冊
本
の
歌
会
番
号
69
の
読
観
世

音
経
偈
和
歌
三
十
三
首
（
慶
安
四
年
、
一
六
五
一
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
世
尊
妙

相
具
」
か
ら
「
是
故
応
頂
礼
」
ま
で
の
観
音
経
の
経
文
句
題
三
十
三
題
を
道
謙
法

師
・
左
兵
衛
督
源
高
氏
（
足
利
尊
氏
）・
源
直
義
朝
臣
ら
が
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

時
代
的
に
も
近
世
か
ら
外
れ
る
も
の
で
あ
る
。
巻
末
に
識
語
が
あ
り
、「
右
之
写
、

飛
鳥
井
亭
ニ
而
披
見
故
、
則
令
書
写
了
」（
右
の
写
し
飛
鳥
井
亭
に
て
披
見
ゆ
え

則
ち
書
写
せ
し
め
お
わ
ん
ぬ
）
と
あ
り
、慶
安
四
年
正
月
十
九
日
禁
裡
御
会
始
と
、

慶
安
四
年
四
月
十
一
日
近
衛
前
関
白
信
尋
公
一
廻
忌
三
十
首
和
歌
の
間
に
配
置
す

る
。
慶
安
四
年
に
、
こ
れ
を
飛
鳥
井
亭
で
目
に
し
た
人
が
書
き
写
し
挿
入
し
た
と

思
わ
れ
る
。三
十
冊
本
祖
本
が
書
陵
部
本
系
統
か
ら
抜
き
書
き
さ
れ
た
と
す
る
と
、

そ
の
後
で
足
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。　

　

典
拠
資
料
の
同
一
性
を
検
証
す
る
た
め
に
、
資
料
の
細
か
い
点
を
の
ち
ほ
ど
検

討
す
る
。

（
二
）
書
陵
部
本
と
編
纂
所
本
と
の
比
較

　

書
陵
部
本
・
編
纂
所
本
は
次
の
点
で
類
似
し
て
い
る
。
第
一
は
始
め
に
千
首
和

歌
か
ら
収
録
し
て
お
り
、
本
来
慶
長
十
年
の
催
行
で
あ
る
の
を
共
に
慶
長
十
九
年

と
表
記
す
る
こ
と
。第
二
は
書
陵
部
本
の
巻
頭
に
あ
る
年
時
不
明
歌
十
一
の
う
ち
、

智
仁
親
王
十
五
首
な
ど
の
五
点
を
同
じ
位
置
に
収
録
し
て
い
る
こ
と
。
書
陵
部
本

で
は
そ
の
あ
と
の
五
点
が
目
録
に
あ
る
も
実
際
に
は
紛
失
し
て
い
る
の
で
、
紛
失

後
に
編
纂
所
本
（
祖
本
）
に
書
写
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
第
三
に
歌
書
名
に

『
御
会
歌
林
』
と
類
似
の
語
を
含
む
こ
と
で
あ
る
。

　

編
纂
所
本
が
書
陵
部
本
の
形
か
ら
抜
き
書
き
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
編
纂
所

本
の
歌
会
番
号
（4
七
夕
七
首
和
歌
と
（5
菊
九
首
和
歌
、
ま
た
（8
慶
安
元
年
九
月
十

三
夜
月
十
三
首
と
（9
仙
洞
十
首
和
歌
（
年
月
不
知
）
の
よ
う
に
書
陵
部
本
に
な
い

も
の
を
ど
う
考
え
た
ら
良
い
か
。
後
者
に
つ
い
て
は
書
陵
部
本
（09
と
（（6
が
該
当
歌

会
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
書
陵
部
本
の
祖
本
に
は
あ
っ
た
が
、
現
在
の
書
陵

部
本
に
至
る
転
写
過
程
で
年
号
が
不
明
と
な
り
別
の
箇
所
に
収
録
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
（4
・
（5
は
通
村
の
歌
だ
け
な
の
で
、
御
会
の
記
録
と
し
て
で
は
な
く
、

別
に
入
手
し
付
加
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

両
本
の
目
録
の
書
き
方
に
は
微
妙
な
異
同
が
あ
り
、
一
方
を
忠
実
に
転
写
す
る

も
の
で
は
な
く
、
目
録
は
む
し
ろ
別
途
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

例
（
書
陵
部
本
）
柳
臨
池
水
、
禁
裏
和
歌
御
会
始
、
元
和
十
年
正
月
十
九
日

（
二
四
）
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天
河
雲
為
橋
、
公
宴
御
会
、
寛
永
二
年
七
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　

竹
契
遐
年
、
二
条
御
城
行
幸
御
会
、
寛
永
三
年
九
月
八
日

　

（
編
纂
所
本
）
柳
臨
池
水
、
禁
裡
御
会
、
元
和
十
年
正
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　

天
河
雲
橋
、
禁
裏
御
会
、
寛
永
二
年
七
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　

	
竹
契
遐
年
、
二
条
行
幸
御
会
幷
御
着
座
之
図
、
同
三
年
九
月
八

日

な
ど
傍
線
部
に
微
妙
な
異
同
が
あ
る
が
、
類
似
し
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
三
十
冊

本
の
目
録
の
書
き
方
を
挙
げ
る
と
、

　

（
三
十
冊
本
）　

禁
中
御
会
、
元
和
十
年
正
月
十
九
日
、
題
柳
臨
池
水

　
　
　
　
　
　
　
　

七
夕
御
会
、
寛
永
二
年
七
月
七
日
、
題
天
河
雲
為
橋

　
　
　
　
　
　
　
　

二
条
御
城
行
幸
御
会
、
寛
永
三
年
九
月
八
日
、
題
竹
契
遐
年

と
あ
っ
て
、
御
会
の
種
類
、
催
行
年
時
を
先
行
さ
せ
て
い
る
。
全
部
を
通
じ
て
の

統
一
し
た
形
式
な
の
で
、
目
録
作
成
時
点
で
、
歌
題
例
と
し
て
よ
り
も
、
歌
会
名

に
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
書
陵
部
本
と
編
纂
所
本
の
類
似
、
三
十
冊

本
の
相
違
が
目
立
つ
。

　

書
陵
部
本
で
は
天
和
三
年（
一
六
八
三
）五
月
十
七
日
公
起（
の
ち
公
音
と
改
名
）

朝
臣
亭
内
会
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
十
一
月
二
十
四
日
押
小
路
亭
内
会
、
貞

享
二
年
八
月
二
十
三
日
押
小
路
亭
当
座
な
ど
が
収
録
さ
れ
る
の
で
、書
陵
部
本（
祖

本
）の
所
蔵
者
は
押
小
路
公
音
と
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
編
纂
所
本（
押

小
路
本
）
は
良
質
な
料
紙
で
列
帖
装
の
装
丁
で
あ
り
、
筆
跡
は
流
麗
な
書
体
で
あ

る
。
公
音
に
よ
り
書
陵
部
本
（
祖
本
）
か
ら
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の
禁
裏
御
会
始
ま
で
の
収
録
で
あ
り
、
そ
の
頃

書
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
公
音
は
元
禄
十
三
年
に
五
十
一
歳
で
参
議
と
な
り
、

正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
に
六
十
七
歳
で
薨
去
し
た
。

（
三
）
編
纂
所
本
と
内
閣
二
十
五
冊
本
の
比
較

　

編
纂
所
本
と
内
閣
二
十
五
冊
本
を
比
較
す
る
と
、
二
十
五
冊
本
は
元
和
十
年
か

ら
続
い
て
四
つ
の
同
じ
歌
会
を
収
録
す
る
。
ま
た
寛
文
五
年
六
年
な
ど
収
録
歌
会

数
（
収
録
内
容
も
一
致
）
が
一
致
す
る
例
が
見
ら
れ
て
関
係
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

編
纂
所
本
の
形
か
ら
抜
き
書
き
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

問
題
と
な
る
の
は
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
の
褒
貶
和
歌
で
あ
り
、
こ
れ
が

編
纂
所
本
に
な
く
、
二
十
五
冊
本
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
褒
貶
和
歌
は
、
歌
人
達

に
互
い
の
歌
に
つ
い
て
批
判
し
議
論
さ
せ
て
、
研
鑽
を
計
っ
た
試
み
で
あ
る
。
承

応
二
年
六
月
よ
り
十
二
月
に
か
け
て
八
回
、
月
次
で
催
さ
れ
た
。
良
仁
親
王
（
後

の
後
西
天
皇
）、道
晃
法
親
王
、飛
鳥
井
雅
章
、正
親
町
実
豊
、烏
丸
資
慶
、園
基
福
、

小
川
坊
城
俊
広
、
徳
大
寺
実
維
、
勘
解
由
小
路
資
忠
、
飛
鳥
井
雅
直
の
十
人
が
参

加
し
た
。

　

現
在
の
編
纂
所
本
の
形
か
ら
、
二
十
五
冊
本
が
書
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と

に
な
る
。
編
纂
所
本
の
祖
本
に
お
い
て
、
こ
れ
を
収
録
し
て
あ
り
、
そ
こ
か
ら
二

十
五
冊
本
の
祖
本
が
写
さ
れ
た
と
考
え
る
か
、あ
る
い
は
、こ
の
書
は
有
名
で
あ
っ

て
単
独
で
流
布
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
合
体
し
た
と
考
え
る
か
、
二
十
五
冊
本

の
書
写
過
程
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

八
、
資
料
の
細
部
の
検
討

　

四
本
に
お
け
る
各
歌
会
の
識
語
な
ど
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
事
例

が
見
ら
れ
る
。

①
寛
永
三
年
の
二
条
城
行
幸
御
会
で
は
、
三
十
冊
本
で
は
巻
末
に
良
光
「
秋
津
洲

の
外
ま
で
御
代
を
祝
ふ
哉
か
は
ら
ぬ
竹
を
つ
き
ぬ
た
め
し
に
」
を
載
せ
る
。
こ
れ

（
二
五
）

高
梨
素
子
：
近
世
初
頭
の
御
会
和
歌
書
留
集



は
智
恩
院
良
純
親
王
の
歌
で
あ
る
が
脱
落
し
、
次
順
の
道
晃
法
親
王
の
「
よ
ゝ
か

け
て
」
の
歌
が
良
純
の
歌
と
さ
れ
、
こ
の
歌
は
作
者
不
明
歌
と
し
て
良
光
名
で
付

記
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
拙
著
『
後
水
尾
院
初
期
歌
壇
の
歌
人
の
研
究
』
二
七
八
頁

参
照
）。
こ
の
御
会
は
単
独
の
写
本
も
多
い
が
、
国
会
図
書
館
『
寛
永
三
寅
九
月

二
条
御
所
御
幸
記
』（
函
架
番
号
特
一
・
二
〇
三
四
）
な
ど
で
は
良
純
歌
の
脱
落

が
な
い
。
ま
た
歌
の
配
列
が
天
皇
御
製
・
秀
忠
の
あ
と
、
家
光
は
少
し
後
に
配
さ

れ
て
お
り
、
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
三
十
冊
本
・
書
陵
部
本
・
編
纂
所

本
・
二
十
五
冊
本
は
良
純
歌
を
脱
落
し
、
ま
た
歌
の
配
列
順
で
御
製
・
秀
忠
・
家

光
を
続
け
て
載
せ
る
。
四
本
が
同
じ
系
統
の
資
料
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
脱
落
歌
を
付
し
て
い
る
の
が
三
十
冊
本
だ
け
な
の
は
脱
落
後
の
早
い
時
期
の
形

を
残
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

②
寛
永
十
三
年
九
月
十
三
夜
於
仙
洞
詩
歌
会
（
題
「
池
上
月
」）
は
後
水
尾
上
皇
・

信
尋
・
光
広
・
尊
純
・
季
継
・
共
房
・
通
村
・
実
顕
・
雅
宣
・
季
吉
・
氏
成
・
嗣

良
・
為
尚
・
勝
忠
・
具
起
・
為
景
が
参
加
し
て
い
る
（
三
条
西
実
条
は
不
参
加
）。

漢
衆
と
し
て
、
虔
真
・
定
逸
・
承
章
・
季
通
・
光
勝
・
梵
崟
な
ど
が
参
加
し
た
。

こ
の
記
録
の
最
後
に
次
の
識
語
が
あ
る
。
書
陵
部
本
に
よ
る
と
、

　
「
右
御
会
、
予
依
二
所
労
一
不
参
。
御
懐
紙
閉
様
、
飛
鳥
井
中
納
言
雅
宣
卿
相
談
。

次
第
如
レ
此
可
レ
然
之
由
。
三
条
西
前
内
府
実
条
公
モ
被
レ
申
云
々
。
詩
歌
列（
別
カ
）ニ

閉
、

詩
僧
俗
一
ニ
閉
、
可
レ
然
之
由
也
。」（
訓
点
私
、
以
下
同
）

　

三
十
冊
本
は
同
文
で
あ
る
が「
列
」に「
別
カ
」の
傍
記
は
な
い
。
意
味
は「
別
」

が
良
い
だ
ろ
う
。「
右
御
会
に
予
は
所
労
で
不
参
で
あ
っ
た
。
御
懐
紙
の
閉
じ
方

は
飛
鳥
井
中
納
言
雅
宣
卿
に
相
談
し
た
。
閉
じ
方
の
順
序
は
こ
の
よ
う
に
す
る
の

が
良
い
だ
ろ
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
三
条
西
前
内
府
実
条
公
も
そ
う
言
わ
れ
た
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
詩
歌
を
別
に
閉
じ
、
詩
で
は
僧
衆
と
俗
衆
を
ひ
と
つ
に
閉
じ

て
良
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
書
留
の
内
容
を
見
る
と
和

歌
を
前
半
に
ま
と
め
て
書
き
、
後
半
に
漢
詩
を
書
き
、
漢
詩
は
虔
真
・
定
逸
・
承

章
と
並
ん
で
お
り
僧
衆
と
俗
衆
を
分
離
し
て
い
な
い
。
懐
紙
が
こ
の
識
語
の
通
り

に
配
列
さ
れ
閉
じ
ら
れ
、
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
懐
紙
を
閉
じ
る
役
目

の
人
が
当
日
欠
席
し
、
後
に
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
ぶ
ん
原
書
留
に
書
か
れ
て

い
た
識
語
で
、
書
陵
部
本
と
三
十
冊
本
が
同
一
の
書
留
を
資
料
と
す
る
こ
と
を
示

す
。
編
纂
所
本
・
二
十
五
冊
本
に
は
こ
の
歌
会
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

③
寛
永
十
三
年
十
一
月
十
六
日
於
仙
洞
御
当
座
二
百
首
の
末
に
作
者
別
詠
歌
数
が

掲
出
さ
れ
、
そ
の
あ
と
に
、
書
陵
部
本
「
右
、
一
首
不
足
歟
、
以
類
本
可
改
之
」

と
あ
り
、
三
十
冊
本
は
「
一
首
不
足
、
以
類
本
可
書
加
」
と
書
く
。
文
が
微
妙
に

異
な
る
が
、
類
似
性
を
示
す
だ
ろ
う
。

④
寛
永
十
八
年
五
月
二
十
二
日
御
当
座
は
、
暁
余
寒
・
道
房
「
さ
ら
に
又
む
す
ぼ

ほ
る
ら
し
山
か
づ
ら
暁
さ
む
き
雪
の
下
草
」
か
ら
始
ま
る
詩
歌
御
会
で
あ
る
。
和

衆
と
し
て
は
雅
陳
・
道
房
・
堯
然
・
通
村
・
実
教
・
雅
章
・
智
忠
・
実
顕
・
道
晃
・

経
広
・
雅
宣
・
通
純
・
資
慶
・
公
業
・
基
音
。
漢
衆
と
し
て
は
中
達
・
元
良
・
公

景
・
長
純
・
為
景
・
梵
崟
・
泰
重
・
龍
恕
・
圓
旦
・
永
洪
・
集
宣
・
定
矩
が
い
て
、

両
方
を
よ
む
後
水
尾
院
を
含
め
計
二
十
八
名
が
参
加
し
た
。
書
陵
部
本
・
三
十
冊

本
共
に
「
於
小
御
所
、講
師
為
景
勤
之
」
の
注
記
と
座
席
図
を
付
す
。
編
纂
所
本
・

二
十
五
冊
本
に
は
収
録
し
な
い
歌
会
で
あ
る
。
座
席
図
は
普
通
あ
ま
り
書
か
れ
る

も
の
で
は
な
く
出
席
者
が
個
人
的
に
書
き
留
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
書
陵

部
本
と
三
十
冊
本
は
同
一
資
料
に
準
拠
す
る
と
思
わ
れ
る
。

⑤
寛
永
二
十
年
四
月
二
十
四
日
禁
中
御
月
次
百
首
和
歌
御
会
で
は
、
書
留
の
最
後

に
次
の
よ
う
な
識
語
が
あ
る
。

書
陵
部
本
「
本
曰
、
右
百
首
和
歌
、
以
二
或
人
本
一
、
令
二
書
写
一
。
落
字
・
僻
字

（
二
六
）

い
わ
き
明
星
大
学
人
文
学
部
研
究
紀
要
　
第
二
十
八
号



繁
多
也
。
以
二
類
本
一
重
而
可
レ
加
二
一
校
一
而
已
」（
本
に
曰
く
、
右
百
首
和
歌
或

人
の
本
を
も
っ
て
書
写
せ
し
む
。
落
字
・
僻
字
繁
多
な
り
。
類
本
を
も
っ
て
重
ね

て
一
校
を
加
ふ
べ
き
の
み
）

編
纂
所
本
「
右
百
首
和
歌
、
以
二
或
御
本
一
、
令
二
書
写
一
。
落
字
・
僻
字
繁
多
也
。

以
二
類
本
一
重
而
可
レ
加
二
一
校
一
而
已
」

二
十
五
冊
本
「
本
云
、
此
百
首
和
歌
、
以
二
或
人
本
一
、
雖
レ
令
二
書
写
一
、
落
字
・

僻
字
繁
多
也
。
以
二
類
本
一
重
而
可
レ
加
二
校
合
一
已
而
云
々
」

三
十
冊
本
「
右
之
百
首
和
歌
、
以
二
或
人
本
一
、
雖
レ
令
二
書
写
一
、
落
字
・
僻
字
繁

多
也
。
以
二
類
本
一
重
而
可
レ
加
二
一
校
合
一
者
也
。
此
節
不
レ
校
二
－
合
之
一
歟
。」（
右

の
百
首
和
歌
は
或
人
の
本
を
以
て
書
写
せ
し
む
と
い
え
ど
も
、
落
字
・
僻
字
繁
多

な
り
。
類
本
を
以
て
重
ね
て
一
校
合
を
加
え
る
べ
き
も
の
な
り
。
こ
の
節
こ
れ
を

校
合
せ
ざ
る
か
。）

　

内
容
を
見
る
と
、若
草
の
歌
（
道
晃
）
に
落
字
、暁
虫
の
歌
（
康
道
）
に
上
句
欠
、

杜
紅
葉
の
歌
（
御
製
）
に
歌
欠
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
二
重
棒

線
部
の
よ
う
な
異
同
が
気
に
な
る
が
、
親
本
に
類
似
の
注
記
が
あ
っ
た
こ
と
は
同

じ
で
あ
り
、
識
語
の
微
妙
な
異
同
は
転
写
時
に
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
親
本

に
お
い
て
は
関
係
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
だ
ろ
う
。

⑥
寛
永
二
十
年
十
一
月
御
会
御
代
始
書
抜
は
後
光
明
天
皇
の
即
位
に
よ
る
御
代
始

御
会
（
題
松
添
栄
色
）
の
書
留
で
あ
る
。
御
製
、
康
道
、
道
房
、
尚
嗣
、
貞
清
、

智
忠
、
通
村
の
七
名
の
歌
を
収
録
す
る
。
こ
の
歌
会
名
の
書
き
方
を
書
陵
部
本
で

は
「
寛
永
廿
年
十
一
月
、
新
帝
御
代
始
御
会
抜
書
上
衆
斗
」
と
あ
る
。
編
纂
所
本
も

同
様
で
あ
り
、
最
後
は
中
院
通
村
の
「
栄
べ
き
御
代
の
初
の
榊
葉
の
霜
を
も
枝
に

み
す
る
松
哉
」
ま
で
あ
る
。
二
十
五
冊
本
で
も
「
寛
永
廿
年
十
一
月
、
御
代
始
御

会
上
衆
斗
書
抜
之
」
と
あ
り
、
通
村
歌
ま
で
あ
る
。
三
十
冊
本
で
は
「
寛
永
廿
年
十
一

月
御
会
、
御
代
始
書
抜
」
と
あ
り
、
最
後
の
通
村
の
歌
を
欠
く
。

　

上
衆
を
書
き
抜
い
た
資
料
を
基
と
し
て
い
る
点
で
類
似
す
る
。
三
十
冊
本
に
通

村
歌
が
な
い
の
は
、
転
写
時
の
脱
落
で
あ
ろ
う
。

⑦
寛
永
二
十
一
年
二
月
二
十
二
日
水
無
瀬
殿
御
法
楽
は
、
鶯
知
春
・
御
製
（
後
光

明
）「
宮
の
内
と
聞
も
の
ど
け
し
は
る
き
ぬ
と
い
ふ
ば
か
り
成
う
ぐ
ゐ
す
の
こ
ゑ
」

か
ら
始
ま
り
、
春
・
恋
・
雑
を
内
容
と
す
る
組
題
二
十
首
で
あ
る
。
里
梅
花
（
摂

政
康
道
）・
野
春
草
（
道
晃
）・
暁
春
月
（
院
御
製
）・
帰
雁
遥
（
左
大
臣
道
房
）・

漸
待
花
（
実
顕
卿
）・
見
山
花
（
実
秀
卿
）・
花
随
風
（
右
大
将
道
昭
）・
苗
代
蛙
（
兵

部
卿
宮
貞
清
）・
暮
春
浦
（
左
大
将
光
平
）・
寄
月
恋
（
慈
胤
）・
寄
雲
恋
（
無
記
名
、

御
製
）・
寄
山
恋
（
実
教
卿
）・
寄
海
恋
（
兼
賢
卿
）・
寄
舟
恋
（
中
務
卿
宮
智
忠
）・

名
所
松
（
良
尚
）・
旅
宿
夢
（
通
村
卿
）・
古
寺
鐘
（
尊
純
）・
夕
眺
望
（
嗣
良
卿
）・

寄
世
祝
（
為
三
十
冊
本
兼
賢
卿
）
と
歌
が
続
く
。
そ
の
最
後
に
中
院
通
純
の
歌
が
記
さ

れ
、
注
記
が
付
さ
れ
る
。

（
書
陵
部
本
）
松
雪
」
通
純
卿
」
さ
え
か
へ
る
春
の
あ
ら
し
の
山
の
端
に
霞
は
消

て
雪
ぞ
さ
や
け
き
（
」
は
改
行
箇
所
）

　
　

右
ノ
一
首
、松
雪
の
和
歌
不
審
。法
楽
之
外
、証
本
無
。覚
書
ニ
か
く
歟
。私
曰
、

　
　

此
歌
松
春
雪
に
て
可
有
之
歟
。（
墨
で
歌
も
含
め
全
文
削
除
）

（
三
十
冊
本
）
松
雪
」
通
純
卿
」
さ
え
か
へ
る
春
の
あ
ら
し
の
山
の
は
に
霞
は
消

て
雪
ぞ
さ
や
け
き

　
　

右
ノ
一
首
、
松
雪
の
和
歌
不
審
。
法
楽
之
外
、
証
本
無
。
覚
書
ニ
加
置
歟
。

（
編
纂
所
本
）
春
雪
」
通
純
卿
」
さ
え
か
へ
る
春松
イ
の
あ
ら
し
の
山
の
は
に
霞
の

さ
（
マ
マ
）
え
て
雪
ぞ
さ
や
け
き

　
　

此
歌
は
右
廿
首
の
外
な
る
べ
し
。
本
の
ま
ゝ
書
之
。

（
二
十
五
冊
本
）
松春
イ
雪
」
通
純
」
さ
え
か
へ
る
春
の
あ
ら
し
の
山
端
に
霞
は
き
え

（
二
七
）

高
梨
素
子
：
近
世
初
頭
の
御
会
和
歌
書
留
集



て
雪
ぞ
さ
や
け
き

　
　

写
本
云
、
右
松
雪
歌
不
審
云
々
。

　

転
写
者
は
通
純
歌
を
不
審
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
水
無
瀬
社
御
法
楽
は
二
十
首

を
基
本
と
す
る
の
で
、
通
純
歌
が
余
分
な
た
め
で
あ
る
。「
法
楽
之
数
の
外
の
歌

で
証
本
に
な
い
も
の
だ
。覚
え
書
き
と
し
て
か
く
も
の
か
」と
識
語
を
付
し
た
。「
私

曰
く
、
此
の
歌
、
松
春
雪
に
て
こ
れ
有
る
べ
き
か
」
と
付
記
し
て
い
る
の
は
本
文

の
歌
題
が
全
て
三
首
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
題
の
不
審
を
述
べ
た
も
の
で
転
写
者
の

営
為
と
思
わ
れ
、こ
れ
が
書
陵
部
本
に
あ
る
の
は
後
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
転
写
の
際
に
生
じ
た
相
違
と
見
ら
れ
る
点
は
あ
る
が
、
準
拠
資
料
の
相

違
を
疑
わ
せ
る
箇
所
は
な
く
、四
本
は
同
一
系
統
の
転
写
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

九
、
ま
と
め

　

書
陵
部
本
は
摂
家
の
二
条
康
道
・
光
平
ら
の
家
に
伝
来
し
た
と
思
わ
れ
、
明
治

維
新
以
後
に
書
陵
部
に
収
蔵
さ
れ
た
。
そ
の
系
統
の
親
本
か
ら
元
禄
五
年
（
一
六

九
二
）ご
ろ
押
小
路
公
音
に
よ
り
書
写
さ
れ
て
押
小
路
本
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
、

大
正
末
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
寄
贈
さ
れ
た
。
編
纂
所
本
か
ら
抄
出
書
写
さ

れ
て
二
十
五
冊
本
の
親
本
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
藤
原

信
一
・
佐
世
に
よ
り
転
写
さ
れ
、
そ
の
後
塙
保
己
一
の
和
学
講
談
所
に
入
り
、
明

治
五
年
（
一
八
七
二
）
書
籍
館
、
同
七
年
浅
草
文
庫
を
経
て
、
同
十
四
年
内
閣
文

庫
の
所
蔵
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

		

ま
た
、
三
十
冊
本
は
書
陵
部
本
系
統
か
ら
御
会
詠
を
中
心
に
元
禄
八
年
こ
ろ
抄

出
さ
れ
た
親
本
を
、
元
禄
十
三
年
に
岸
和
田
藩
主
岡
部
長
泰
の
所
望
で
小
野
道
繁

が
書
写
し
て
岸
和
田
藩
の
文
庫
に
入
り
、
維
新
後
明
治
十
五
年
に
国
に
購
求
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
も
と
二
十
三
冊
が
三
十
冊
と
な
っ
た
位
だ
か
ら
、
転
写
の
時
点

で
は
抄
出
な
ど
は
行
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
親
本
は
現
在
と
同
じ
内
容
で
、禁
裏
・

仙
洞
で
の
年
中
行
事
歌
会
・
法
楽
歌
会
・
月
次
歌
会
な
ど
の
公
宴
御
会
を
中
心
に

書
き
留
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
親
本
が
書
陵
部
本
か
ら
抄
出
さ
れ
て
成
立
し

て
い
た
の
か
、
別
途
に
集
め
ら
れ
て
い
た
の
か
断
定
で
き
な
い
が
、
全
体
と
し
て

み
れ
ば
、
収
録
さ
れ
て
い
る
歌
会
の
内
容
は
類
似
し
て
お
り
、
準
拠
資
料
も
細
部

で
似
て
い
る
の
で
、
書
陵
部
本
系
統
か
ら
転
写
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
目

録
は
別
時
期
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
大
部
の
御
会
書
留
集
の
意
義
と
し
て
は
、
当
時
の
天
皇
、
上
皇
の

歌
会
活
動
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
年
中
行
事
的
な
内
裏
・
仙
洞

の
御
会
（
御
会
始
、七
夕
、重
陽
御
会
）、法
楽
御
会
（
後
水
尾
院
時
代
は
聖
廟
法
楽
、

水
無
瀬
社
法
楽
、
天
和
や
元
禄
こ
ろ
の
霊
元
天
皇
時
代
に
は
住
吉
社
・
玉
津
嶋
社

法
楽
な
ど
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
月
次
御
会
、
当
座
御
会
な
ど
ま
で
、
年
々
の

歌
会
の
推
移
を
全
般
的
に
見
る
の
に
は
便
利
で
あ
る
。
そ
し
て
、
慶
安
五
年
（
承

応
元
年
、
一
六
五
二
）
に
は
通
村
の
指
導
に
よ
る
仙
洞
点
取
り
和
歌
が
あ
り
、
承

応
二
年
に
は
公
家
同
士
が
毀
誉
褒
貶
を
行
う
褒
貶
御
会
が
あ
り
、
明
暦
三
年
（
一

六
五
七
）
以
後
飛
鳥
井
亭
の
会
始
が
収
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
寛
文
四
年
（
一

六
六
四
）
後
西
院
が
古
今
伝
受
を
相
伝
さ
れ
た
あ
と
、
寛
文
五
年
・
六
年
・
七
年

こ
ろ
に
新
院
御
所
で
月
次
歌
会
を
開
い
て
盛
ん
な
和
歌
活
動
が
行
わ
れ
た
な
ど
と

い
う
和
歌
史
の
流
れ
を
具
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
意
義
が
あ
る
。

注
（
１
）　
『
近
世
堂
上
和
歌
論
集
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
九
年
）
に
『
年
表
』
を
収
め
る
計

画
が
あ
っ
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
な
お
、
古
相
『
年
表
』
に
お
け
る
内
閣
文
庫
所

（
二
八
）

い
わ
き
明
星
大
学
人
文
学
部
研
究
紀
要
　
第
二
十
八
号



蔵
の
二
本
、
Ｅ
『
近
代
御
会
和
歌
集
』（
三
十
冊
本
）
と
Ｆ
『
近
代
御
会
和
歌
』（
二

十
五
冊
本
）
は
歌
の
収
録
に
つ
い
て
逆
で
あ
り
、
Ｅ
と
Ｆ
を
入
れ
替
え
て
考
え
る
の

が
正
し
い
。

（
２
）　

現
存
の
巻
頭
第
一
上
と
巻
末
第
七
五
冊
の
冒
頭
を
比
較
す
る
と
「
年
」
の
字
の
縦

棒
を
長
く
延
ば
し
て
跳
ね
る
と
こ
ろ
や
、「
御
会
」
の
字
体
が
似
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
た
。

（
３
）　

目
録
と
冊
子
の
関
係
を
見
る
と
、
目
録
に
お
け
る
歌
会
の
ま
と
ま
り
は
、
第
一
・

第
二
な
ど
と
あ
り
、
こ
れ
は
各
冊
の
内
容
と
一
致
し
て
お
り
、
題
簽
上
に
記
載
さ
れ

る
。
冊
数
と
の
関
係
を
見
る
と
第
一
・
第
三
だ
け
が
上
下
二
分
冊
に
な
り
題
簽
に
は

「
一
上
」「
一
下
」「
三
上
」「
三
下
」
と
記
す
。
各
冊
の
内
容
は
題
簽
七
十
一
の
本
ま

で
は
目
録
と
一
致
す
る
。
し
か
し
題
簽
七
十
二
の
本
で
は
目
録
の
第
七
十
二
（
元
禄

七
年
正
月
～
三
月
）
の
他
に
第
七
十
三
の
七
歌
会
（
元
禄
七
年
四
月
～
五
月
十
二
日
）

を
含
み
不
一
致
と
な
る
。
そ
し
て
、
目
録
第
七
十
三
残
り
・
第
七
十
四
・
第
七
十
五

に
あ
た
る
計
五
十
八
歌
会
（
元
禄
七
年
五
月
廿
四
日
～
同
八
年
十
二
月
三
日
）
は
現

在
紛
失
。
目
録
第
七
十
六
・
七
十
七
・
七
十
八
・
七
十
九
に
あ
た
る
計
十
一
歌
会
（
元

禄
九
年
正
月
九
日
～
同
十
二
年
正
月
廿
四
日
）
を
題
簽
七
十
五
の
一
冊
子
と
す
る
。

題
簽
七
十
二
は
冊
数
と
し
て
は
七
十
四
冊
め
な
の
で
、
題
簽
七
十
五
を
加
え
全
体
冊

数
が
七
十
五
冊
と
な
る
。
冊
子
が
ま
ず
あ
り
、
そ
れ
を
目
録
に
写
し
た
が
、
そ
の
後

紛
失
に
伴
い
綴
じ
直
し
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
か
。
ま
た
、
多
く
の
冊
で
題
簽
下
と
最

終
丁
と
に
墨
付
き
紙
数
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
数
に
不
一
致
が
見
ら
れ
、
古
い

綴
じ
直
し
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
が
詳
細
不
明
。

（
４
）　

慶
安
五
年
二
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
月
次
点
取
り
和
歌
八
回
を
三
十
冊
本
・
編
纂

所
本
の
目
録
で
は
一
括
し
て
一
回
の
よ
う
に
書
く
が
、
書
陵
部
本
・
二
十
五
冊
本
は

分
け
て
書
く
の
で
、
そ
の
形
で
数
え
た
。

	

（
た
か
な
し　

も
と
こ
／
日
本
文
学
、
中
世
・
近
世
和
歌
）　

（
二
九
）

高
梨
素
子
：
近
世
初
頭
の
御
会
和
歌
書
留
集


